
令和７年度　「学校評価結果報告書」 学校法人マリア学園
聖母幼稚園

取組み内容 評価 取組み状況

1
配慮が必要な子どもへ
の対応の充実

教職員個人で解決するのではなく園
と保護者、さらには外部団体の協力
も得て、配慮が必要な子どもの症状
を見極め、その子にあったカリキュ
ラムの作成を行う。

A

日々の観察を通して子どもの特性や気持ちの変化を把握し、必要
に応じて声かけや関わり方を工夫した。職員間で情報を共有しな
がら対応したことで、子どもが安心して活動に参加したり、落ち
着いて過ごしたりする姿が見られた。今後は、個別の支援方法を
さらに深め、職員によって対応に差が出ないよう共通理解を図る
ことが課題である。

2 安全管理体制の強化
現状、教職員の役割や避難行動も決
められているが、マニュアルの見直
しや訓練の強化を行う。

A

安全面では、環境点検や危険箇所の確認、ヒヤリハットの共有を
継続して行った。これにより、事故につながりそうな場面を事前
に予測し、早めに対応する意識が高まった。一方で、日常的に
行っている確認ほど慣れによる見落としが起こりやすいため、今
後も職員全体で同じ視点を持ち、点検や共有を丁寧に続けていく
必要がある。

Ⅰ．教育目標

Ⅱ．今年度の重点目標

Ⅲ．評価項目と取組み状況

評価項目

当園ではこの度、令和7年度の学校評価として、教職員自己評価を実施いたしました。教職員一人ひと

りが、自らの教育活動や園運営の状況を振り返ることで、自身や園全体を見つめ直すいい機会となりま

した。

また、それぞれの評価結果について、皆で話し合うことにより、成果や今後の課題、改善の方向性な

どを明らかにすることができました。この結果を深く受けとめ、更なる教育活動の充実、教育環境の整

備、教職員の資質向上に努めてまいります。

カトリック愛の精神をもとに情操教育に重点をおいてよりよい環境を提供し、幼児期における健全な心身を養う。

●配慮が必要な子どもへの対応の充実 ●安全管理体制の強化 ●保護者対応力の向上

●教育環境の整備 ●子育て支援の充実
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取組み内容 評価 取組み状況

3 保護者対応力の向上

保護者の要望は、子どもの普段の様
子を知りたいということが前提にあ
ることを踏まえ、可能な限り応えて
いく。
自身では解決が難しい要望の場合は
速やかに主任や園長に相談し、解決
策を検討する。

A

保護者との関わりでは、送迎時の会話や連絡帳を活用し、子ども
の様子を具体的に伝えることを意識した。小さな変化や成長を共
有する中で、保護者が安心して相談しやすい関係づくりにつな
がった。今後は、相手の思いを受け止めたうえで分かりやすく伝
える力を高め、難しい相談や不安にも落ち着いて対応できるよう
経験を重ねていきたい。

4 教育環境の整備

不要なものは廃棄し片づけるなど、
園内の美化に努め、子どもが安全で
快適に過ごせる環境を設定する。施
設・設備は常に整備され、室内は清
潔で整理整頓が行き届いている状態
を目指し、取り組む。

B

子どもが安全に、また落ち着いて過ごせるよう、保育室の整理整
頓や教材・玩具の点検、活動しやすい空間づくりを行った。その
結果、遊びや生活の流れが安定し、子ども自身が使いやすい環境
につながった。今後は、現状を維持するだけでなく、子どもの発
達や興味の変化に合わせて環境を見直し、職員間で役割を分担し
ながら継続して整えていくことが求められる。

5 子育て支援の充実
子育て支援事業の充実に向けた取り
組みを進める。

B

家庭との連携を意識し、保護者の話を丁寧に聞いたり、必要に応
じて子どもの園での姿を伝えたりしながら支援を行った。こうし
た関わりは、保護者の安心感や園への信頼につながっている。今
後は、子育て支援を特別な場面だけで捉えるのではなく、日常の
やり取りの中でどのように支えていくかを職員間で共有し、より
具体的な実践につなげていきたい。

S 十分達成されている

A 達成されている

B 取組まれているが、成果が十分でない

C 取り組みが不十分である

1
配慮が必要な子どもへ
の対応の充実

2 安全管理体制の強化

3 保護者対応力の向上

4 教育環境の整備

5 子育て支援の充実

x

保護者が相談しやすい環境づくりと、聖母幼稚園の雰囲気を感じてもらえるような取り組みを検討する。

【評価の基準】

Ⅳ．今後取り組むべき課題

配慮が必要な子どもに対しては再度、職員間で共有を深める場を設けるようにし、保護者との共有にも努め
る。

避難訓練に保護者が参加するなどの様々な試みによってさらなる改善点を見出し、より実践的なものとして
いく。

担任以外の先生とも情報共有を推進し、園全体での対応力強化を図る。

不要物の処分や保育室内だけでなく共有部分への美化意識も高めていく。
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自己評価を基に関係者評価を実施Ⅴ．学校関係者の評価

・配慮が必要な子どもたちが増える中、その対応が適切に行われていると思います。外部機関との連携には時間を要すると思いますが、引
き続き取り組んで行かれることを望みます。

・安全管理体制の強化についてはマニュアルにはない事項を取り上げることは非常に良い試みだと思います。

・ニーズの多様化によって様々な事例や問題がある中で、きめ細やかな保育に取り組んでおられると思います。これらは職員間のスムーズ
な連携がなせるものだと思います。

・担任の先生は連絡帳をこまめに記入してくださり、園での我が子の様子を見てもらえていると伝わるものでした。

・いつ園に伺っても整理整頓されていおり、子どもの安全や教育の充実に深く関わっていると感じます。

・「少し難しいこと頑張りたい」という我が子に成長させてもらえているという実感があり、そのような丁寧な関わりにいつも感謝してお
ります。
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